
, 

“元気にモチつき”藻川小 
出稼ぎ家庭の児童を励ます 

（昭和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 
	

1部 9円 	 〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

一 広報 、 ‘ 	， 、 

③ご、よびやら 
発 行 所 

五所川原市役所 

485号 

昭和55年12月15日 

日」刷（掬佐々木印刷工業 

市 の 人 口 男 	25,596人 

女 	27,327人 

世 帯 数 	14,463 

（昭和55年11月1日現在）住民基本台帳から 

 

52, 923人 

こ力モチだよ、元気で行こうこ 

出稼ぎ家庭の児童たちを励まそうと、12月 3目、市

立藻川小学校（浅井恒幸校長、在校生 117人）でにぎ

やかにモチつきをしました。 

同校は、現在児童の85森が出稼ぎ家庭。冷害で、稲

の収穫が頭打ちとなった農家では、秋の取り入れも早

々に出稼ぎに行きました。わずかな学校田も冷夏の直  

撃を受け、皆無作。それぞれ、児童がモチ米一茶碗ず

つを持ち寄ったものです。 

この日は、留守をあずかるお母さんたちが応援に駆

けつけ、皆んなでキネを振るい、ちぎってはかたくり

粉のうえで転がし、つきたてのあんころモチに舌鼓を

打っていました。 

（写真=12月 3日、藻川小学校で） 



自衛官募集案内 

食・f戸川斗支給で 

2等陸・海・空士 

口受験資格 18歳以 I:. 25歳未満の男 j. 

「」受 

ロ試 験 常時拠無静 

ロ待遇・その他 

●初任給88, 400 PL 他に衣 

中から実質 129, 800円となります。 

●各種丁当、ポーナス（年 3 回 5 カ月分） 

●白衛官は国家公務員の特別職ですから、待遇 

I 
×山間し 合わせ 森地力亜絡邦 IL I J川目‘募集事務所（費（3523O5番） 

、 	 ’ 
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庭亘璽重讐 
計画案を答申 

「人
間
性
豊
か
な
住
み
よ
い
 

活
力
務
る
務
富
五
所
川
髭
」
 

村
伸
太
郎
会
長
、
委
 

二
十
六
日
、
産
経
会
館
 

を
開
き
、
寺
田
市
長
か
ら
 

諮
間
弁
語
（
けり
ー
た
 
「
市総
合
計
画
基
本
構
想
 

・

藤

窮
ど
お
り
承
認
す
る
と
と
も
に
、
 

答
申
さ
れ
た
「
基
本
構
想
（
 

案
）
」
の骨
子
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
、
「
生

活
圏
の
設
定
」
 と
 
「コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
位
置
づ
け
」
 
し

同
時
に
市
の
将
来
あ
る
べ
き
目

標
（
部
市
像
）
を

「
人
間
性
豊

か
な
住
み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち

九
所
川
原
」
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
の

も
と
に
、
経
済
的
に
豊
か
な
生

活
が
保
障
さ
れ
、
し
か
も
快
適

な
生
活
環
境
の
な
か
で
、
健
康

で
文
化
的
な
生
活
が
で
き
、
思

い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
地
域

社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。
 

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

大
綱
を
次
の
と
お
り
定
め
て
い
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、
 

×
  

今
年
度
最
後
の納
期
限
 
ノ
 

ー
 
目
ー
ト
八
H
の
市
県
民
税
四
期
、
国
民
健
康
保
険

税
四
期
で
本
年
度
市
税
の
納
期
限
は
終
り
ま
す
。
 

軽
白
動
車
税
、
周
定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

滞
納
さ
1
1ま
す
と
督
促
I
数
料
、
延
滞
金
等
が
加
算
さ

れ
ま
す
。
納
期
内
納
付
、
滞
納
整
理
 
二
協
力
下
さ
い
 

r
 市 

税 
は 
年 
内 

I 覇 
、を 

果 ILJ)rJ リ」 商 I会議Iン 
ロ申込み先 市総務 

×
 

新 年 

刺 交 換 会 

f ところ 市民文化会館 

口会 費 1,200円。 （巾し込みと同」I 

人してトさ、×J 

ロ申込み締切り 12)]2011t1ぼでc 

名
 

・

γ
」
 

に」と き 昭和56年I月illl前11時から 

,
 

合
 

総
 

j
 

市
本
庁
・
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
十
二
月
二
十
八
日
 

（
日
）
か
ら
一
月
四
日
（
日
）
 

ま
で
休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
（
月
）
と
三
十
日
（
火
）
そ

れ
に
三
十
一
日

（
水
）
の
午
前

中
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
民
体
育
館
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
も
十
二
月
二
十

八
日
（
日
）
から

一
月
四
日
（
日
）
 

ま
で
休
み
ま
す
。
 

市
立
図
書
館
は
、
十
二
月
一
一
 
 ま

す
。
 

第

「
都
市発
展
の
た
め

の
基
礎
づ
く
り
」
 

土
地
及
び
水
の
効
率
的
な
利

用
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
図
り
ま
す
。
 

第

「
調
和
の
と
れ
た
産

業
の
振
興
」
 

豊
か
な
市
民
生
活
を
支
え
る

商
業
、
工
業
、
農
林
業
な
ど
の

産
業
の
経
営
基
盤
を
安
定
さ
せ

さ
ら
に
製
造
業
を
振
興
し
て
、
 

高
度
な
産
業
構
造
を
確
立
し
ま

す
。
 

十
七
日
（
土
）
か
ら
一
月
五
日
 

（月
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
 

西
北
山
血
〈
病
院は
、
十
二
月

二
十
八
日
（
日
）
から
一
月
四
日
 

（
日
）ま
で
窓
口
業
務
を
休
み
ま

す
が
、
十
二
月
三
十
日
（
火
）
の

午
前
中
平
常
ど
お
り
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。
 

水
道
の
故
障

修
理
は
 

十
二
月
二
十
八
日
（
日
）
か

ら
一
月
四
日
（
日
）
ま
で
、
元

町
浄
水
場
（
n
⑨
ニ
六
三
九
番
）
 

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

ご
 
み
 
の
収

集
は
 

第

「
快適
な
生
活
環
境

の
形
成
」
 

住
宅
、
公
園
、
上
下
水
道
、
 

道
路
等
、
市
民
生
活
に
不
可
欠

な
生
活
環
境
施
設
を
計
画
的
に

整
備
し
、
う
る
お

い
と
安
ら
ぎ

を
感
ず
る
真
に
便
利
で
快
適
な

生
活
環
境
を

つ
く
り
ま
す
。
 

第

「健
康
で
明
る
い
市

民
生
活
の
保
障
」
 

核
家
族
化
中
心
の
都
市
型
社

会
、
人
日
の
老
齢
化
と
い
う
社

会
構
造
の
変
動
期
を
迎
え
て
い

る
な
か
に
あ
っ
て
、
生
活
の
基
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
三

十
日

（
火
）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地
の
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
も
同
様

で
す
。
 

一
月
五
日
（
月
）
か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま
す
。
 

燃
え

る
ゴ

ミ
と
し

尿
 

高
瀬
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
燃
え

る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
、
十
一
一

月
二
十
七
日

（
土
）
の
午
後
か

ら
一
月
四
日
（
日
）
ま
で
休
み

ま
す
。
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受
け
は

十
二
月
二
十
九
日
（
月
）
か
ら
 
 

盤
を
支
え
る
年
金
、
保
険
医
療

社
会
福
祉
等
、
社
会
保
障
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
 

第

「人
間
性
を
培
う
教

育
、
文
化
の
振
興
」
 

国
際
化
の
進
展
、
就
業
構
造

の
変
化
、
高
学
歴
社
会
化
等
の

経
済
、
社
会
の
著
し
い
構
造
変

化
の
な
か
で
、
社
会
の
要
請
す

る
人
材
の
育
成
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
生
か
し
た
生
き
が

い

の
あ
る
市
民
生
活
の
実
現
を
図

り
ま
す
。
 

一
月
四
日
（
日
）
ま
で
休
み
ま
  

ご

み
は

決
め
ら
 

れ
た
日
時

に
 

最
近
、
各
町
内
の
ご
み
集
積

場
所
を
巡
回
し
て
み
ま
す
と
、
 

ご
み
の
出
す
日
、
時
間
が
守
ら

れ
て
い
な
い
個
所
が
、
か
な
り

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

い
つ
で
も
、
ご
み
が
あ
れ
ば

集
積
場
所

へ
持
っ
て
い
こ
う
と

い
う
勝
手
な
気
持
ち
が
、
ま
ち

を
行
く
人
々
を
う
ん
ぎ
り
さ
せ

て
い
ま
す
。
 

今

一
度
、
ご
み
を
出
す
日
、
 

ご
み
の
分
別
な
ど
を
守
り
、
み

ん
な
の
願
い
で
あ
る
“
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
《
に
協
力
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
 

市
の
窓
口
業
務
案
内
 



募集関係団体 募集関係団体 Il赤県乞Iり、東奥~辞貯L、陸奥

新報社、青森放送（R A B ）、青

森 jレに lA TV)S プ リ 東

北新聞社、県社会福祉協議会 

t 受 付 期 限 12)12011 

の歩道 
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年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

が
、
十
二
月
十
七
日

（
水
）
か

ら
一
月
十
日
（
土
）
ま
で
の
一

十
五
日
間
、
県
下
い
っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
運
動
は
 

①
 
若
年
者
に
よ
る
死
亡
事
故

抑
止
 

②
 
飲
酒

・
暴
走
運
転
追
放

③
 
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故

防
止
 

④
 
踏
切
事
故
防
止
 

を
重
点
日
標
に
か
か
げ
て
お
り

ま
す
。
 

加
害
者

・
被
害
者
と
も
に
悲

惨
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
交

通
事
故
は
、
 一
日
も
早
く
追
放

し
ま
し
ょ

・フ
。
 

【
 
市

長
、
新
年
テ
レ
ビ
対
談
 
【
 

、
 

』
 

ロ
青
森
放
送
 
頁

A
B
）
 
【
 

（
 

「

一
亡
レ
．
 

（
」●
」
、

一
 

ー
，
 

‘
 
分

か
ら
i
ハ
時
四
ー
分
ま
で
 

ロ
青
森
テ
レ
ビ

（A
T
V
)
 

H
 
百
午
前
L
時
十
五
分
か
ら
L
時
三
十
分
ま
で
 

み
ん
な
で
視
聴

下
さ
に
 

  

‘
ーノ
 

集
 

1) 

Ii 
午 
I」リ 
ノ、 

時 
十 
Ii 

救援金を募 

× 
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行
、
ま
た
は
、
 
一
時
停
止
を
し
 

な
お
、
自
転
車
は
、
点
検
・

て
下
さ
い
。
 

調
整
を
受
け
た

J
s
マ
ー
ク
つ

四
、
交
差
点
で
は
、
車
に
よ
 

き
の
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
に
 

く
注
意
し
て
下
さ
い
ー
 

し
て
下
さ
い
。
 

	> 
自転車通行可 

く 

ノ 自転車通行 、 
七― 部分 ーーブ 

歩 道 	〉く 	 車道部分 

へ

農
業
用
免
税
軽
油

の
 

'I
ノ
 

受
付
期
間
 
ー
 
月
 
十
 

目
一
夫
 
、
 
 

四
目

水
」
1
前
八
時
ニ
ト
分
か
ら
午
後
四
時
一
十
分
ま
で
 

（受
伺
期
間
内
に
巾
請
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

二
十
五

目
（
本

〕
、

‘
ー
六
目
（
金
）
に
中
請
し
て
ド
さ
り
）
 

ロ
受
付
場
所
 
互
所
川
原
県
税
事
務
所
（
市
内
栄
町
 

（〇
）
  ロ

お
問
い
合
わ
せ
 

な
れ
、
申
請
の
際
必
愛
な
書
類
等
計
二
く
に
、
丘
叫
川
 

！
 
原
県
税
事
務
所

（
廿
3
4一

」
 

．
番
 
内
線
」
〇
L

・
 

．
 
〇
八
番

）
へ
お
問
い
合
わ
H
ト
り
い
 

(

'
 

申
請
を
受
け
付
け
 

臓
受
け」」、
 

、

‘
・・
ー
‘

ー
ーー
 

‘

」
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
 
？
「り
ト
 

次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
月
 

お
気
軽
に
お

い
で
ト
さ
い
r
 

r
F胃癌」
‘
つ
「か
 

健
康
教

‘了
 
が
 

今
回
の
テ
ー
 
、
は
、「
胃癌
」
に

つ
い
て
で
十

n
 

ロ
」
と
き
 
ト
二H

．ー
六
目
（金
）
午
後
 時
か
ら

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
ホ
ー
ル
 

口
主
催
 
北
互
医
師
会
、
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議

り
間
一T」
と上
」二
丁
聴
講
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証
と

品
を
1
ニ
ー
げ
ま
→
 

rー
 み

ん
な
の
健
康
教
室
 

を 

に 

の 
→”一 

jコニ1 

市 

地 

反 

政 

域 

市政懇談会で
意見・要望続出 
地域住民の声を市政に反映させるための  Iてフ

昭和55年度市政懇談会が、11月20日の L和  S -、 

長橋地区を皮切りに 5 日問にわたって行わ ロ市

れ、冷害農家の救済対策、側溝の改修、外 I’ノ、 

灯の増設など身近な意見、要望が多く出さ

れました。 

，初日は、コミュニティ七ンタ L和に、部落会長、 

行政連絡員、市側から寺田市長ら．役、各課長合わせ

て50人が出席、膝を交えて懇談しました。 

懇談会では、寺田市長が「地域の問題点をよく聴き

これからの施策に反映して行きたい」 とあいさつ、部

落会長、行政連絡員からは零細農家の冷害救済対策、 

コミュニティ・住民協議会の事前協議、堰のガ ドレ 

ールのほか、水道、外灯、側溝、支所、減反問題等身

近な意見、要望が多く出されました。 

影縦第貿滋 

国道（る0139）号線 

国
道
一
〇
一
号
線
と
三
三
九

号
線
の
う
ち
、
次
の
区
間
が
歩

道
を
自
転
車
で
通
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ロ
区
間
●
栄
町
・
警
察
署
前

か
ら
新
町
・
一
戸
時
計
店
前
ま

で
。
 

●

栄
町

・
木
村
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
前
か
ら
本
町

・
秋
田
谷
商

店
前
ま
で
。
 

●
栄
町
か
ら
新
田
町
、
布
屋
町

旧
ロ
ー
タ
リ
ー
角
ま
で
の
両
側
。
 

ご
注
意
 

、
車
道
寄
り
を
通
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。
 

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ

る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
徐
 



子
ど
も
 

ま
す
。
 

冬
休
み
の
期
間
は
、
 

間
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は

学
校
か
ら
離
れ
て
家
庭
で
過
ご

す
冬
休
み
に
入
り
ま
す
。
そ
し

て
、
楽
し
い
年
末
年
始
と
続
き
 

た
ち
が
寒
さ
に
負
け
 

ー
ッ
や
遊
び
 

鍛
え
、
 

・

フ
。
 

一
、
少
年
が
 

ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
し
、
少

年
に
販
売
し
な
い

よ
う
自
粛
し

ま
し
ょ
・
フ
。
 

三
、
未
成
年
者
の
酒
、
タ
バ

コ
は
、
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
保
護
者
や
販
売
業
者
は
、
 

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
 

心
身
に
有
害
な
 

け
す
お
そ
れ
の
あ
 

は
、
保
護
者
や
販
売
 

、
】日
常
十
分
に
注
意
し
 

し
ょ
」
フ
。
 

、
自
動
離
『
バ
イ
ク
の
路
 

車
や
放
置
を
や
め
、
カ
ギ
 

運
転
免
許
を
も
っ
て
い
る
 

な
方
法
で
保
管
し
ま
 

デ
ィ
ス
コ
、
喫
茶
店
、
 

ゼ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
 

p
発
す
る
少
年
の
溜
り
 

な
い
よ
・
フ
に
しま
し
 

県
と
市
は
冷
夏

・
冷
害
の

影
響
で
経
営
の
安
定
に
支
障

を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者

に
対
し
特
別
保
証
融
資
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
 

ー
 
融
資
枠
 
三
 

ー
憶
円
！
 

2
 
融
資
条
件

⑦
資
金
の
使
途

運
転
資
金

困
融
資
限
度

一
企
業
当
た

り
二
、
〇
〇

〇
万
円
以
内
 

（無
担
保
限
度

一
、
〇
〇
〇
万

円
）
 

⑨
融
資
期
間

五
年
以
内

国
利
息
、
年
七
 

・

七
％
 

団
保
証
料
 
県
 

と
市
が
負
担
 

す
る
。
 

3
 
対
象
者
 

経
営
の
安
定
に

著
し
い
支
障
を

生
じ
て
い
る
中

小
企
業
者
の
範
囲
 

困
最
近
三
カ
月
間
の
売

上
高
が
、
前
年
同
期

に
比
較
し
二
〇
％
以

上
減
少
し
て
い
る
方

回
最
近
三
カ
月
間
の
経
 

常
利
益
が
、
前
年
同

期
に
比
較
し
二
〇
％

以
上
減
少
し
て
い
る

方
 

四
当
該
年
の
連
続
す
る

三
カ
月
間
の

期
間
の
売
上

高
の
二
〇
％

以
上
に
相
当

す
る
売
掛
債

権
が
、
三
カ

月
以
上
遅
延

と
な
っ
て
い

る
方
 

国
売
掛
債
権
が

一
〇
〇
万
円

以
上
回
収
不

能
と
な
っ
た

方
 

4
 
融
資
の
認
定

商
工
会
議
所
と

市
で
構
成
す
る

認
定
委
員
会
の

認
定
を
受
け
た

方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
 

5
 
期
間
 
五
十

六
年
三
月
三
十
 

一
日
ま
で
 

詳
し

い
こ
と
は
、
商
工
会

議
所
か
市
商
工
観
光
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

★
 

★
 

★
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みんなで社会環境浄化活動 

非
行
や
 

事

故
を
防
ぎ
 

)
 

思
わ
れ
る
自
動
販
売
機
に
は
、
 

少
年
の
健
全
な
育
成
が
阻
害
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
俗
悪
な
雑
誌

を
収
納
し
な
い
よ
う
自
粛
し
ま

し
ょ
・フ
。
 

ニ
、
少
年
に
好
ま
し
く
な
い

と
思
わ
れ
る
雑
誌
は
、
成
人
コ
 

楽
 
し
 

子
ど
も
た
ち
の
窃
盗
（
万
引
 

）
を
徹
底
的
に
な
く
し
た
い

昭
和
五
十
五
年
十
月
ま
で
五

所
川
原
警
察
署
管
内
で

の
刑
法

犯
少
年
は
、
す
で
に
百
七
＋
三

人
と
な
り
、
前
年
同
期
の
百

一

人
と
比
較
す
る
と
七
＋
ニ
人
も
 
 

多
く
法
に
ふ
れ

て
い
ま
す
。
 

そ
の
う
ち
、
九
七
智
の
百
六

＋
八
人
が
窃
盗
犯
で
す
。
 

万
引
は
、
ド
ロ
ボ
ー
で

法
に
と
わ
れ
、
罪
は
重

い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
常
に
話
し
合
い

ま
し
ょ

・フ
。
 

身
の
ま
わ
り
の
も
の
に

た
え
ず
気
を
く
ば
り
、
親
、
お

と
な
の
知
ら
な
い
品
物
、
不
審

な
持
ち
物
、
帰
宅
し
た
と
き
な

ど
日
常
の
行
動
に
十
分
気
を

つ

け
ま
し
ょ
う
。
 

商
店
で
は
、
万
引
を
断

じ
て
さ
せ
な
い
よ
う
売
場
の
構

造
、
商
品
の
陳
列
方
法
の
改
善

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
 

＋
、
万
引
防
止
は
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
と
社
会
規
範
の
継

続
の
た
め
大
切
な
こ
と
な
の
だ

と
い
う
認
識
を
、
家
庭
で
も
商

店
で
も
よ
り
強
く
持
ち
ま
し
ょ

」フ
。
 

五
所
川
原
地
区
青
少
年
健
全

育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
 

五
所
川
原
市
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
電
話

相
談
は
（
廿
⑩
二
九
四
一
番
）
 

を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

い
 
冬
 
休
 
み
 
を
 

(
 



子
 
沢
 

長
内
 
ち
柔

野
 
今
 

カ
ッ

ク
 

福
士
 
時
雄
 

前
田
野

目
 

工
藤
 
博
男

ク
 
今
 

柾
太
郎
 

梅
 

田
 
久
保
田
美
喜
男

ク
 

竹
部
七
太
郎
 

佐
々
木
善
吉

工
藤
為
四
郎

秋
田
 
由
一

須
藤
美
喜
男

土
岐
 
菊
己

成
田
喜
代
治
 

神豊野浅福中 梅 前 高持 

山 成里井 岡 泉 

】
 
ー

l
ー
 

繰
り
返
す
な
ノ
あ
の
丸
爽
 

大
火
を
記
念
し
消
防
訓
練
 

十
三
日
タ
、
全
市
に
火
災
非
常

出
動
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
わ
た
り

一
回
目
（
昭
和
十
九
年
）
の
大

火
の
出
火
場
所
付
近
で
大
火
記

念
の
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
三
十
四
年
前
住

家
・
非
住
家
合
わ
せ
て
六
百
一
一

十
棟
を
焼
い
た
二
回
目
（
昭
和

二
十

一
年
）
の
大
火
で
、
出
火

時
刻
の
午
後
七
時
四
十
分
に
合

わ
せ
警
報
サ
イ
レ
ン
が
全
市
に
 

忌
わ
し

い
過
去
一
一
 

度
の
大
火

を
繰
り
返

す
ま
い
と

十
一
月
一
一
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毘種 田 中桜沖 

任
期
満
了
に
伴
う
民
生
（
児

童
）
委
員
の
改
選
が

こ
の
ほ
ど

行
わ
れ
、
十
二
月
一
日
厚
生
大

臣
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
任
期
は
、
五
十
八
年
十

一
月
三
十
日
ま
で

の
三
年
間
で

す
。
 

新
し

い
民
生
（
児
童
）
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

担
当
地
域
 
氏
 

名

旭
 
町
 
外
崎

源
次
郎

敷
 
島
 
町
 
小
野
 
れ
い

雛
田
町
？
東
●l
k町
成
田
 
茂

平
 
井
 
町
 
嶋
口
 

慶
治

上

平
井
町
 
辻
 
ト

ョ

中
平

井
町
 
工

藤
 
金
造

下
平
井
町
 
．

小
田
桐
 
教

ク
 
斎

藤
長
三
郎

さ
 
つ
き
町
 

伊
藤
 
正
彦

錦
 
町
 
三

橋
 
チ
エ

柏
原
町
・
幾
島
町
新
谷
与
惣
治

新
宮
町
・
末
広
町
小
山

田
鳳
隆
 

,
 

小
曲

・
沼
田
町
 
佐
藤
 
敬
一

新
宮

（
旧
中
川
）
原
 
三
五
一

新
宮
団
地
（
第
一
・
二
町
内
会
）
 

岩
谷
 
甚
逸
 

ク
 

（
県営
）
 

盛
 

勝
春

ク
 
（
市
営
）
 

工
藤
 
克
美
 

十
川
町
（
住
宅
）
前
田
 
つ
な

川
 
端
 
町
 
佐

々
木
光
也
 

大
町
・
東
町
 

岩
見
 
啓
助

平
 
和
 
町
 
藤
田
 
ゆ
き

布
 
屋
 
町
 

鶴
谷
 
ヤ
ナ

鎌
谷
町

・
ー
ッ
谷
寺
田
 
清

鳥
森
・
田
園
調
布
斎
藤
 
ミ
「」
 

松
島
町
一
二
一
丁
目
 

船
水
 
富
則

ク
 
三
・
四
丁
目
 

神
 
勝
夫

ク
 
五
・
六
丁
目
 

石
田
 
粕
美

ク
 
七

・
八
丁
目
 

木
村
 
隆
登

新
 

町
 
神
 
幸
一

元
 

町
 
木
村

祐
太
郎

柳
 
町
 
金
沢
 

定
雄

本
 
町
 

佐
々
木
彦
太
郎

寺
町

・
岩
木
町
 
北
岡
 
得
次

湊
 
団
 
地
 
金
沢
 

寛

田
 

町
 
川
村
 

篤
代
 

栄
 

町
 
宮
崎
美

津
恵

上
町

・
寺
町
 
下
町
 

小
野
 
勇
治

伝
助
町

・
大
町
・
新
町
 

松
野
 
ッ
ル

興
隆

・
朝
日

・
坂
ノ
上

・
南
新
 

長
峰
 
武
雄

大
正
町

・
大
日
町
・
曙
町

・
長

坂
 
小
田

桐
和
子

北
下

・
中
下
・
南
下
・
五
本
松
 

工
藤
徳
二
郎

中
町

・
北
新
 
下
町
 

高
橋
 
澄

下
 
岩
 
崎
 

松
本
 
孝

一

米
田
・
吹
畑
 
工
藤
 
東
吉

尻
無
・
太
刀
打
 
桃
崎
 

葛
西
 
栄
造
 

野
崎
・
川
代
田
 
小
田
桐
 
勇

悪
戸
・
田
中
・
宮
田
 

渋
谷
 
武
則

水
野
尾
・
富
桝
 
太
田
秀
次
郎

一
野
坪
一
中
村
 
前
芯
 

対
馬
 
静
賢

石
畑
・
一
野
坪
 
対
馬
 
武
美

唐
笠
柳
・
末
広
 
新
井
 
達
郎

石
岡

・
二
本
柳
 
寺
田
 
ま
つ

七
 
ッ
 
舘
 

葛
西
 
敏
一

姥
 

泡
 

藤
田
 
義
雄

猫
測

・
三
ッ
谷
 
藤
田
 
桂
子
 
 

稲
 
実
 

奈
良
岡
教
蔵

広
 
田
 
山

田
 
忠
雄
 

湊
 
三
橋
 
敬

蔵

み
ど
り
町
】

ニ
一
二
二
・
四
丁

目
 

浅
利
 
昭
一

み
ど
り
町
五
 
六

・
七
・
八
丁

目
 

長
尾
キ
ョ
エ

俵
 
元
 

一ニ
上
誠
一
郎

原
 
子
 

伊
藤
健
四
郎

羽
野

木
沢
 

阿
部
は
つ
よ
 

松
野
木

・
若
山
 
清
野
 
巌

福
 

山
 
土

岐
 
文
昭

杉
 
派
 
立
 
泉
 

ゆ
き

戸
沢

・
石
田
坂
 
斎
藤
 
一
雄

藻
 

川
 

野
呂
三
之
助
 

ク
 

高
橋
由
太
郎
 

ク
 

工
藤
 
栄

鶴
 
ケ
 
岡
 

小
野
 
繁
雄
 

ク
 

小
笠
原
金
春

高
 
瀬
 

田
中
運
次
郎
 

山
 

舘
山
 
宰
 

畠
山
 
春
一
一

藤
森
み
つ
え

笠
井
 
勝
衛

舘
山
藤
三
郎

鰐
田
 
春
悦

舘
山
松
三
郎

北
川
 
徳
一

太
田
 
省
一
一一

成
田
 
知
 

長
 

富
 
藤
森

キ
ン
子
 

ク
 

荒
関
 
清
栄
 

（
敬称
略
）
 

馬
性
・
漆
川
 

馬
性
・
漆
川
 
大
村

喜
一
郎
 

新
し

い
民
生
（
児
童

）
委
員
決
ま
る
 

ク 沙 飯 

門井 川 泊田 詰 

鳴
り
響
き
、
忌
わ
し
い
大
火
を

呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。
 

消
防
訓
練
に
は
、
寺
田
市
長

を
は
じ
め
地
区
消
防
事
務
組
合

市
消
防
団
か
ら
ポ
ン
プ
車
な
ど

十
四
台
、
約
百
五
十
人
が
参
加

し
、
 一
回
目
の
大
火
の
出
火
場

所
と
な
っ
た
上
平
井
町
中
央
集

会
所
付
近
で
放
水
、
消
火
訓
練

が
行
わ
れ
、
悲
惨
な
大
火
の
恐

し
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
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「
除
排雪
本
部
」
を
設
置
 

生
活
路

線
確
保
に

全
力
 

9
0
の

0
〇
の
〇
 

「くらしと趣味の教室」開催 
市勤労青少年ホームでは、「くらしと趣味の教室」の受 

講者を募集しております。ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 市内に住所、または勤務を有する15歳～30 

歳までの勤労青少年。 

ロ受講料 無料（ただし教材料は自己負担） 

ロ申込み締切り 12月26日まで 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム（五所川原市栄町20廿 

⑩3602番） 付
け
か
ら
除
排
雪
車
の
出
動
ま

で
、
除
排
雪
作
業
を

一
貫
し
て

行
い
ま
す
。
 

市
の
五
十
五
年
度
の
除
排
雪

路
線
は
、
県
道
の
協
力
路
線
を

含
め
て
総
延
長
が
約
百
七
十
キ
ロ

冒
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
市
の
直

営
と
請
け
負
い

の
十
工
区
に
分

け
、
除
排
雪
機
械
を
フ
ル
出
動

さ
せ
、
生
活
道
路
の
確
保
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。
 

除
排
雪
に
関
す
る
要
望
等
は
 

三
一三
一
三
三三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
二
三
 

一
 

備
し
、
今
後
の
道
路
行
政
を
 

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
十
一
一
 

月
上
旬
か
ら
来
年
春
ま
で
 

川
山
、
種
井
、
 

田
川
、
中
泊
地
 

区
の
皆
さ
ん
の

土
地

へ
立
ち
入
 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
 

」
願
い
し

ま
す
。
 

）
頁
、
 
J
」
こ
トo
 

一
こ
いo
 

市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
 

「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
 

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
 一
月
一
日

現
在
で
作
成
さ
れ
ま
す
。
選
挙

人
名
簿
の
登
載
申
請
用
紙
は
、
 

十
二
月
二
十
五
日
頃
、
行
政
連

絡
員
（
旧
市
内
は
、
農
事
実
行

組
合
長
）
を
通
じ
て
各
農
家
に

配
布
し
、
 
一
月
十
日
ま
で
取
り

ま
と
め
の
う
え
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

七
七
二
一
番

・
⑩
二
一

一
一
番
 

・

内
線
三
三
〇
番
）
を
設
け
て

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
電
話
が
ふ

さ
が
っ
て
い
る
場
合
は
、
市
建

設
課

（
廿
⑩
二

一
一
一
番
・
内
 

j
・
 

ま
た
  

沃
科
”
及
U
相
坊
 

n
a
」担
n
豊
備
α
え
甘
 
十
 

二
月
上
有
，カ
」ら
＊
任
ー主
伯
まて
 

飯
H
昨
 
里
隆
 
彰
E
 

斗
F
 

あ
り
ま
す
α
て
 
プ
」
α
到
区

の
方
々
の
協
力
も
お
願
い
し

地
区
の
皆
さ
ん

ち
入
る
こ
と
が

の
土
地
に
も
立

F
拓
U
 
そ
旺
坊
  

一
 

ニ、
い
。
 

J
J
'
J
 

ロ
選
挙
資
格
の
あ
る
方
 

1
 
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
 

十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
世
帯
で
、
年
間
六
十

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
 

方
 2

 
昭
和
 
十
六
年
四
月

日
以
前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳

以
上
の
方
で
、
農
家
世
帯
と
同

居
し
て
い
る
親
族
（
六
親
等
内

の
血
族
、
配
偶
者
、
三
親
等
内
 

三
中
生
徒
会
が

一
ニ
 

万
六
千
余
円

寄
付
 

市
立
第
三
中
学
校
生
徒
会
は

十
一
月
十
五
日
、
市
教
育
振
興

会
の
基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い

と
、
三
万
六
千
四
百
八
十
九
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

さ
き
に
開
い
た
三
中
祭
の
収

益
金
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

長
内

さ
ん
十
万
円
 

市
内
柏
原
町
の
長
内
久
さ
ん

は
十

一
月
二
十
五
日
、
市
教
育

振
興
会
の
基
金
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。
 

の
姻
族
）
 

3
 
十
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し

て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

長
、
ま
た
は
社
員
（
年
間
六
十

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
 

方
）
 

ロ
記
入
の
方
法
 

1
 
申
請
者
の
住
所

・
氏
名
 

（
押
印
し
て
下
さ
い
）
 

2
 
耕
作
面
積
 

3
 
選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
 

亡
く
な
っ
た
父
助
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
贈
っ
た
も
の
で

す
。
 大

溝
さ
ん

五
万
円
 

市
内
錦
町
の
大
溝
善
逸
さ
ん

は
十
一
月
十
九
日
、
市
教
育
振

興
会

へ
五
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。
 善

意

銀
行
預
託

者
 

小
野
善
作

（
上
鶴
ケ
岡
老
人

ク
ラ
ブ
）
、川
浪
良
造
（
下
鶴
ケ

岡
老
人
ク
ラ
ブ
）
、福
士

マ
チ
エ
 

（
寺
町
‘
岩
木
町
わ
か
さ
会
）
、
 

井
上
さ
な
（
雛
田
町
）
 

（
敬
称略
）
 

の
氏
名
、
続
柄
（
世
帯
主
か
ら
み

た
続
柄
を
記
入
し
て
下
さ
い
）
 

4
 
生
年
月
日
 

申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
記
載
上
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
農
業
委
員

会

（
廿⑩
二
一
一
一
番

・
内
線

二
二
九
、
二
三
〇
番
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。
 

来
年
は
、
農
業
委
員
の
任
期
 

（
三
年
）
満
了
に
伴
う
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
選
挙
資
格

の
あ
る
農
家
の
方
は
、
も
れ
な

く
記
入
の
う
え
提
出
し
て
下
さ
 

い
。
 

市
で
は
、
冬
期
間
の
交
通
確

保
と
市
民
生
活
の
安
定
を
図
る

た
め
、
十
ニ
月
一
日
か
ら
、
「除

排
雪
本
部
（
本
部
長

・
高
橋
助

役
）」
を
設
け
、
要
望
等
の
受
け
 

教室名 性別 期 	間 毎週 定員 

室
 
室
 
室
 室
 
室

教
 
教
 
教
 教
 
教

陶
 
料
 
煎
 着
 
茶

芸
 
理
 
茶
 付
 
道
 

男女 1月12日～ 3 月16日 月曜日 15人 

ク 1月13日～ 3 月17日 火曜日 20人 

ク 

女 

1月14日～ 3 月25日 

1月22日～ 3 月26日 

水曜日

木曜日 

10人 

20人 

男女 1月16日～ 3 月20日 金曜日 10人 

市
で
は
、
道
路
台
帳
を
整
 

旧
中
央
公
民
館
二
階
に
受
付
庶
 
線
二

二
七
番
、
二
二
八
番
）
へ
 

務
班
（

廿
⑩
三
一
六
八
番
・
⑩
 
ご

連
絡
下
さ

い
。
 

一
 
市
で
は
、
道
路
台
帳
を
整
  
ま

た
  

天
桝
“
及
U
村
坊

一

一
備
し
、
今
後
の
道
路
行
政
を
  

川
の
河
川
整
備
の
た
め
、
十

一

一
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
十
二
 
二

月
上
旬
か
ら
来
年
春
ま
で

（
 

）

月
上
旬
か
ら
来
年
春
ま
で
、
 

飯
詰

、
興
隆

、
朝
日

、
平
町

？
 

一「
霧鷺
艶
お
「”
「
「
撃
競
黒
 

一
 

）
 

一
器
静

土
地
立
ち
入り
舞
の
熊
一

一
熊
競

『
で
協
力
お願
い
い猛
誌
「
一
 

土
地
立
ち
入
り

で
協
力
お
願
い
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

有
資
格
者
は
も
れ
な
く
申
請
を
 

r 

・
 

広
報
紙

の
早
期
配
布

に
こ

協
力
下
さ
い
 

r
L

幸
糸

O
E「お
酉
ヲ

‘
」
し

t
ー
ノー
ー
‘
し
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